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第４２回 全日本バレーボール小学生大会（２０２２年度）

三 重 県 大 会 開 催 要 項

主  催 公益財団法人 日本バレーボール協会／日本小学生バレーボール連盟／読売新聞社

  後  援 三重県／公益財団法人 日本スポーツ協会日本スポーツ少年団／報知新聞社

  協   賛 デサントジャパン 株式会社／ゼビオグループ／三井住友信託銀行 株式会社／

        株式会社 関電工

オフィシャルボール 株式会社 ミカサ／株式会社 モルテン

主  管 三重県バレーボール協会／三重県小学生バレーボール連盟

       第４２回全日本バレーボール小学生大会三重県大会実行委員会

１．開 催 日  ２０２２年６月２６日（日）

２．会 場 鳥羽市民体育館   鳥羽市大明東町１丁目４番８号

３．参 加 資 格 (1) ２０２２年４月 1日現在１２歳未満の者で、同年、５月１日現在、国、公、私立

の小学校及び各種学校に在籍している者。

(2) 公益財団法人 日本バレーボール協会加盟団体登録規程に基づき、２０２２年４

月１日以降、各支部申込書締め切り日までに、公益財団法人 日本バレーボール

協会-ＭＲＳの登録を済ませている者。

(3) 三重県小学生バレーボール連盟規約及び規則により登録されたチームとする。

４．競 技 規 則 (1) ２０２２年度 公益財団法人 日本バレーボール協会の定める６人制競技規則及び

競技要項に準ずる。また、別に定める小学生バレーボール競技規則を採用する。

(2) 三重県小学生バレーボール連盟規則に準ずる。

５．競 技 方 法 (1) 男子の部・混合の部はリーグ戦形式で行う。

(2) 女子の部はトーナメント形式で行う。

(3) 女子の部は３位チームによる東海大会代表選考戦を行う。

６．競 技 日 程 ２０２２年６月２６日（日）

受     付 午前９時００分（構成メンバー表･ベンチスタッフ変更届を提出）

開     場 午前９時１５分

代 表 者 会 議 午前９時３０分       （規約及び規則を持参すること）

※ 中会議室にて、チーム代表者による代表者会議と開始式を行う。

試  合  開  始 開始式終了後準備ができ次第       （放送を入れます）

７．使 用 球 公益財団法人 日本バレーボール協会が公認する人工皮革軽量４号球カラーボール

「ミカサボール（Ｖ400Ｗ-Ｌ）」「モルテンボール（Ｖ4Ｍ5000-Ｌ）」を使用する。

・男子の部、混合の部 ミカサボール

・女子の部     モルテンボール

８．チーム編成 (1) チームは監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、選手１２名計１５名以内とする。

(2) 県大会に出場するチームは、監督、コーチ、マネージャーは二重登録とならない限り

変更できるが、選手については、支部大会と同じでなければならない。

  選手は、病気やけがなどの特別な事情がない限り交代はできない。ただし、支部大会

に１１名以内で出場した場合は、１２名に満たない人数のみ補充することができる。

（特別な交代、補充は同一団体に登録されている選手に限る）

(3) 監督は成人とする。また、ベンチスタッフの１名以上は、公益財団法人日本スポーツ

協会（ＪＳＰＯ）認定バレーボール（コーチ１・コーチ２・コーチ３・コーチ４）又

は日本バレーボール協会認定準指導員、日本小学生バレーボール連盟認定指導者のい



ずれかの資格を有する者で、試合時には証明書等を胸にさげていなければならない。

（ただし､本件は､公益財団法人日本スポーツ協会の制度改正及び日小連指導者資格要

領改正の時限措置として、２０２５年度までは、旧・全国小学生バレーボール指導者

１次・２次講習会受講者が最低１名はベンチに入ることで、同様に扱うこととする）

(4) ベンチスタッフは、ＪＶＡ-ＭＲＳに登録され、かつ、宣誓書を提出した者に限る。

          （ＭＲＳに役員登録している者もチームスタッフとして登録が必要）

(5) 成人のベンチスタッフは、日常子どもたちの健全育成を目指して指導に当たって

いる県小連が認めた者であること。体罰、暴力、暴言、セクシャルハラスメント等、

子どもを指導する者として不適切な行為を行っている者の出場は認めない。

(6) 他都道府県在住であって、移籍又は新規登録した選手は、ベンチには３分の１以内と

する。また、コート上には２名以内とする。監督は試合前に、他都道府県からの登録

選手の番号を審判員と確認しておくこと。

(7) 混合の部については「日本小学生バレーボール連盟の全日本バレーボール小学生

大会男女混合の部実施要領」により編成すること。

９．抽 選 会 (1) 日 時 ２０２２年６月１２日（日）午後７時００分から

        (2) 方 法 オンライン抽選（支部長による代理抽選とする）

10．参 加 料 １チーム ５,０００円（大会当日、受付にて納めること）

11．申 込 み 支部長は、大会当日、参加チームの参加申込書を持参すること。

        申し込み時に添付した選手一覧ＰＤＦのプリントアウト（年齢算定は４月１日とする）と、

ベンチスタッフの保有する資格の証明書の写しを添付する。また、支部長は、６月１３日

（月）までに、参加チームの参加申込書（プログラム用名簿付き）及びチーム写真をデー

タで、フォルダに納めること。

12．審  判 主審は、公益財団法人 日本バレーボール協会公認審判員で担当する。

副審、スコアラー、ラインジャッジ、点示員はチームで担当する。

13．表 彰 優 勝（男・女・混合） 優勝カップ/全国賞状/読売新聞賞状/三重県賞状/

県協会賞状/県小連賞状

準優勝（男・女・混合） 準優勝トロフィー/全国賞状/読売新聞賞状/三重県賞状/

県協会賞状/県小連賞状

第３位（男・女・混合） 第 ３ 位 盾/全国賞状/読売新聞賞状/三重県賞状/

県協会賞状/県小連賞状

14．そ  の  他 (1) 選手の健康については、指導者・保護者が十分注意をして出場させること。

(2) 大会当日、チーム及び大会スタッフは、チェックシートを提出すること。

(3) 各自マスクを持参すること。（競技を行っている選手以外の、会場にいる全員がマスク

を着用すること。大声を出さないこと）

(4) 他の参加者、主催者スタッフ等との距離を確保すること。

(5) 大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して

速やかに濃厚接触者の有無等について報告すること。

                          （報告先：木村総務委員長 090-3457-4819）

(6) 大会中の傷害については、簡単な応急処置は行いますが、以後の責任は負わない。チー

ムはスポーツ安全保険等に必ず加入してください。

(7) 大会プログラムは、1 部４００円（予約のみ）で販売します。

(8) 大会の上位チームの中から、２０２２年８月９日（火）～１２日（金）に東京体育館他

で開催予定の「第４２回全日本バレーボール小学生大会」に、男子・女子・混合各１チ

ームを推薦する。また、２０２２年７月３１日（日）に御殿場市総合体育施設体育館（静

岡県）で開催予定の「第４４回東海バレーボール連盟小学生大会」に、男子・女子各２

チーム及び混合１チームを推薦する。



今年の大会テーマは

「 乗り越え 進もう 想いは一つ ！！」

Ｔｈａｎｋ Ｙｏｕ  Ｖｏｌｌｅｙｂａｌｌ ＳＩＮＣＥ１９７９

「子どもたちにフェアープレーの大切さを伝えよう」

Ｔｈａｎｋ Ｙｏｕ ＶＢＣ 育てよう小学生バレーボーラー

・夢や目標を持ち、ねばり強く努力する子ども

・バレーボールを通して、スポーツマンシップを身につけた心豊かな子ども

・感謝の心を大切にし、仲間と協力して活動する子ども

Ｔｈａｎｋ Ｙｏｕ ＶＢＣ 指導者の姿勢

・バレーボールの楽しさを教え、夢や希望をもたせる指導者

・子どもたち一人一人を大切にして、人間力のある子どもを育てる指導者

・常に学び続け、子どもや保護者、地域から信頼される指導者



競技上の確認事項（新型コロナ感染対策版）

競技委員長

１．チーム編成について

構成メンバー表は、代表者会議終了までに競技委員長へ提出する。提出された構成メンバー表は、全試合に

適用し、変更は認めない。

２．競技コートについて

メインアリーナは本部側からＡ・Ｂ・Ｃコートとし、サブアリーナはＤコートとする。

３．ベンチスタッフの服装について

監督、コーチ、マネージャーの服装は短パン、Ｔシャツは不可とし、小学生がベンチスタッフとして入る

場合、短パン、Ｔシャツを認める。 Ｔシャツの色は他のベンチスタッフと異なってもよい。

４．新型コロナウイルス感染対策について

  (1) ベンチスタッフ及び選手は、試合前後、タイムアウト、テクニカルタイムアウト、セット間には必ず手

指消毒を行う。

(2) 選手同士の密を避けるため、ウォームアップエリアは設けない。

  (3) 競技開始前と競技終了後の挨拶は、コート内の選手６名のみとし、エンドライン上に距離をとって整列

し、審判のホイッスルの合図で一礼してベンチにもどる。握手は行わない。

  (4) タイムアウト、テクニカルタイムアウト、セット間では、選手は密にならないよう間隔を空け、会話を

するときはマスクを着用すること。

５．応援について

(1) 応援者は、事前に申請された者のみとする。（選手１名につき、１名まで）

(2) 横断幕、のぼりは、試合該当チームのみ掲示すること。

（観覧席の手摺正面等に視界を遮る張り方はしない）

(3) 応援は着座して行う。座席の移動は行わない。

(4) 大きな声を出さず、拍手のみとする。鳴り物は禁止する。

６．その他

(1) 競技フロアに入場できるのはエントリーされた者のみとする。

(2) 試合時、チームのドリンクかごはベンチ横とし、テクニカルタイムアウト時の給水場所とする。選手

同士間隔を空けて、対面とならないように給水を行うこと。

(3) 給水は、コート内にいる選手や控えの選手の他に、ラインジャッジや点示担当の選手も確実に行うこ

と。

(4) ボールかごの場所は、競技のコート担当者の指示に従うこと。

(5) 試合終了後、チームはベンチの消毒を行い、チームキャプテンのサインが終わり次第、コートを退席

すること。



審判上の確認事項（新型コロナ感染対策版）

審判委員長

１．本大会は、ワンボールシステムで行う。したがって、速やかにサーバーへボールを送ること。

２．試合中はボールの消毒を行う。ボールが汗で濡れた場合は、ボール交換を行うので選手は申し出ること。

３．タイムアウトの要求はハンドシグナルが許可条件です。言葉とあわせて明確に示すこと。

４．タイムアウト及びテクニカルタイムアウトは３０秒とする。選手が密にならないよう間隔を空けて給水を行

うこと。（ベンチに戻ったら、先ずは手指消毒行う。その後、水分補給及び体調確認を行う）

５．コートチェンジの際、チームはベンチの消毒を行うこと。

６．試合終了後、指導者と審判員の握手は行わず、一礼のみとする。

７．ワイピングについて

(1) 試合中は、コート内の選手が自分で用意した乾いたタオルで速やかに拭く。（自分の汗を拭く）

(2) 状況により、審判員の指示でラリー終了後、ベンチスタッフ（大人）１名が速やかにコートに入って

拭くことを認める。（自分以外の汗を拭く）この場合、スコアラーズテーブル（記録席）に備えている

ニトリル手袋を着用し、使用後の手袋とタオルはビニール袋に入れてチームで管理すること。

(3) モップは使用しない。

(4) ボトルによって床が濡れた場合は、チームの責任においてタオルで拭くこと。

８．その他

(1) 備品の共有を避けるため、チームはサイン用のボールペン(青)、ラインジャッジフラッグ、電子ホイ

ッスルを準備し、持参する。

(2) スコアラー(記録員)はボールペン(青)を各自用意する。副審及びスコアラー(記録員)とその横に座り

役目を行う者は、スコアラーズテーブル（記録席）に備えているニトリル手袋を着用すること。手袋

は試合ごとに交換すること。



会場使用上の注意

開催地支部

１．地震等の非常時に備え、各自、各チームは非常口や避難経路の確認をしておいてください。

２．大切な施設をお借りしています。施設の使用規定を厳守してください。

３．各自、各チームの責任の下、置き引きに遭わないよう、貴重品の管理には十分に気をつけてください。

４．施設利用について

(1) 施設の開場時刻を厳守してください。早い時間の集合で、施設の方へ迷惑のかかることのないように

お願いします。

(2) 敷地内は禁煙です。

(3) 施設内のコンセントを使用することは一切禁止です。（ポット・ビデオ等の充電など）

(4) 施設内の無用な場所への立ち入りや、施設に付属する備品等で遊ばないようにお願いします。小さい

お子様の安全には注意をしてください。（施設の設備等を破損した場合は自己負担で実費弁償となり

ます）

(5) アリーナのみ上履き、それ以外の場所は下履き（上履き厳禁）です。また、トイレは必ずスリッパに

履き替えてください。

(6) 履物は、シューズケース等に入れて、各自、各チームで管理してください。

(7) ボールの使用は競技フロアのみとし、その他の施設内外では禁止とします。

(8) トイレは綺麗に使用することを心掛けてください。トイレットペーパーを周りに散乱させないよう、お

互いに注意しましょう。

(9) 駐車場は、ほかの施設の利用者も駐車されます。身勝手な行動でほかの人に迷惑にならないよう、自己

責任で駐車してください。

(10)ロビーや渡り廊下、通路に敷物を敷いての場所取りはご遠慮ください。

(11)飲食は大会関係者の指示に従ってください。

５．ゴミは、各自、各チームでお持ち帰りください。帰る際には、必ず周辺のゴミや汚れがないかを確認して、

お帰りください。また、業者に弁当を頼まれたチームは引取りの確認を徹底し、施設内に放置しないでくだ

さい。感謝の気持ちで、来た時よりも綺麗にして帰りましょう。



男子支部

大安ビートル いなべ市

海蔵フェニックス 四日市市

松阪ＪＶＣ 松阪市

３チーム

北勢支部 １チーム

1位 桑名フラッシュ 桑名市

鈴鹿支部 １チーム

1位 Ｊｒ．エースバレーボール少年団 鈴鹿市

伊賀支部 １チーム

1位 赤目ファイターズ 名張市

津支部 ２チーム

1位 亀山キッズ 亀山市

アクシオバレーボールクラブ 津市

松阪支部 ２チーム

1位 豊地バレーボールスポーツ少年団 松阪市

天白スポーツ少年団 松阪市

南勢支部 １チーム

1位 二見バレー少年団 伊勢市

８チーム

混合支部

UNITED 鈴鹿市

小野江バレーボールスポーツ少年団 松阪市

松阪ジュニアバレーボールクラブ 松阪市

３チーム

第４２回　全日本バレーボール小学生大会（２０２２年度）

合　　計

合　　計

合　　計

三重県大会 推薦チーム



- -
- -
- -

-
-
-

- -
- -
- -

-
-
-

準優勝 東海大会推薦

第３位 東海大会推薦

第42回全日本バレーボール小学生大会（2022年度）　三重県大会
令和3年6月26日（日）

【 男子の部 】 鳥羽市民体育館

優勝 全国大会推薦

2

1

3

Ｃ1

男3

第３位 東海大会推薦

第３位

【 女子の部 】

優勝 全国大会推薦

準優勝 東海大会推薦

1 豊地バレーボールスポーツ少年団 赤目ファイターズ 8

A1 Ｂ1
- -

-
女3,4

優 勝

女5,6
-

- -

6
-

A2
- -

Ｂ2

-

2 桑名フラッシュ Ｊｒ．エースバレーボール少年団 7

A3 A4 B3
A2敗者

Ｂ2敗者
男優勝

-

-

-

-

3 天白スポーツ少年団 二見バレー少年団

- -

4 亀山キッズ

-
A1敗者 Ｂ1敗者

-

-

東海大会代表選考戦

アクシオバレーボールクラブ 5

-

混優勝

C4

大安ビートル

松阪ＪＶＣ 海蔵フェニックス

混1

Ｄ3

第３位

【 混合の部 】

優勝 全国大会推薦

準優勝 東海大会推薦

-

-

1 ＵＮＩＴＥＤ

Ｄ1

小野江バレーボールスポーツ少年団 松阪ジュニアバレーボールクラブ
Ｄ2

混3

2

混2

Ｃ3

男2

3

-

-

Ｃ2

男1

≪リーグ戦の順位決定方法≫

勝者－２点 、 敗者－１点 、 棄権又は没収－０点

勝ち点で同点となった場合は、下記の方法によって順位を決定する。

① セット率（取得したセットの総数を、喪失したセットの総数で除したもの）が高いほど高順位とする。

② 前項の計算によっても、なお同順位を生じた場合

ポイント率（全試合の総得点数を、全試合の総失点数で除したもの）が高いほど高順位とする。

③ 前２項の計算を行っても、なお同順位がある場合、次の方法による。

(a)  ２チームの場合は、相互の試合の勝チームが上位となる。

(b)  ３チームの場合は、当該大会の大会委員長、競技委員長、審判委員長が、順位の決定方法を決定する。



優勝 準優勝 優勝 準優勝 優勝 準優勝

1 1981 S56 北立誠 スズカボーイズ 川合 高花平 内部 大井

2 1982 S57 北立誠 片田 川合 大井 庄野 楠

3 1983 S58 北立誠 片田 中川 川合 中原 高花平

4 1984 S59 北立誠 五ケ所 大井 高岡 内部 布施田

5 1985 S60 北立誠 片田 中川 海蔵 楠 内部

6 1986 S61 北立誠 明徳 中川 五ケ所 鈴西 楠

7 1987 S62 桃取 明徳 海蔵 中川 笹川 楠

8 1988 S63 明徳 神島 川合 五ケ所 笹川 高岡

9 1989 H元 豊が丘 桃取第一 神島 内部 高岡 立成 成美 誠之

10 1990 H2 明徳 桃取第一 海蔵A 内部 楠 高岡 一ノ宮 深伊沢

11 1991 H3 海蔵 内部 明徳 桃取 五ケ所 四郷 栗葉 中川

12 1992 H4 津明徳 豊が丘 海蔵 庄内 五ケ所 一ノ宮 栗葉 中川

13 1993 H5 豊が丘 津明徳 桃取第一 高岡 栗葉 一ノ宮 椿 八郷西

14 1994 H6 誠之 神島 津明徳 松阪第一 四郷 立成 栗葉 楠

15 1995 H7 神島 桃取第一 プラムジュニア 豊が丘 栗葉 五ケ所 ジュニアエース 椿

16 1996 H8 津明徳 神島 桃取第一 豊が丘 弘道 成美 羽津 四郷

17 1997 H9 豊が丘 高岡 桃取第一 JLC 栗葉 成美 ダッシュのぞみ ジュニアエース

18 1998 H10 豊が丘 高岡 津明徳 桃取第一 内部 立成 栗葉 玉垣

19 1999 H11 桃取第一 誠之 津明徳 高岡 栗葉 羽津 西橋北 玉垣

20 2000 H12 誠之 高岡 津明徳 桃取第一 戸木 内部 楠 西橋北

21 2001 H13 津明徳 桃取第一 高岡 飯南 羽津 戸木 椿 ジュニアエース

22 2002 H14 桃取第一 高岡 飯南 桑名 戸木 羽津 栗葉 椿

23 2003 H15 桃取第一 橋北 羽津 二見 大安 国府

24 2004 H16 二見 桃取第一 大安 橋北 椿 庄内 二見 菅島

25 2005 H17 二見 大山田 下野 津明徳 神戸 椿 高岡 加佐登

26 2006 H18 松江 中川 大山田 桃取第一 内部 松阪ジュニア 安楽島 石薬師

27 2007 H19 赤目 松阪エース 津明徳 下野 二見 加佐登 椿 大里

28 2008 H20 中川 下野 内部 鼓 椿 加佐登 神戸ウィンズ 椋本

29 2009 H21 大安 大山田 松阪JVC 赤目 二見 椿 豊が丘 加佐登

30 2010 H22 松阪JVC 赤目 中川 大里 河曲 四郷 高岡 長島

31 2011 H23 内部 大安 鈴鹿キッズ 津明徳 二見 河曲 松阪ジュニア 長島

32 2012 H24 鈴鹿キッズ 松阪JVC 赤目 大安 加茂女子 中川 四郷 二見

33 2013 H25 赤目 大安 鈴鹿キッズ 津明徳 松阪ジュニア 二見 四郷 加佐登

34 2014 H26 松阪JVC 鈴鹿キッズ 津明徳 松江 下野 河曲 松阪ジュニア 大安 亀山

35 2015 H27 赤目 鈴鹿キッズ 桃園 大安 河曲 椿 二見 ていすい 阿山

36 2016 H28 大安 桃園 赤目 桑名セブン 内部 二見 河曲 深伊沢 玉垣

37 2017 H29 松阪ＪＶＣ 赤目 大安 オーシャン 河曲 上野女子 アレックス 桑名フラッシュ Ｓ‘ｚ

38 2018 H30 大安 オーシャン 桑名セブン 豊　地 亀山 二見 桑名フラッシュ 大台 中川 阿山 鈴西 四郷

39 2019 R元 松阪ＪＶＣ 大里 赤目 桃園 二見 Jr.エース 大里 赤目 松阪ジュニア 中川 四郷 鈴西

40 2020 R2

41 2021 R3 大安 赤目 海蔵 桑名セブン 内部 二見 倭 下野 松阪ジュニア 四郷 UNITED 愛宕

42 2022 R4

全日本バレーボール小学生大会　三重県大会　栄光の記録

回数 和暦西暦

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

第3位

混合の部

第3位

男子の部 女子の部

第3位






